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○
4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

60

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が
4. ほとんどいない

1. 毎日ある

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
67

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

64

4. ほとんどない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. あまり増えていない

65
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどない
3. たまに

3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

静岡県静岡市清水区迎山町４－１

4. ほとんど掴んでいない

項　　目

56

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

2277100919
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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価　調査事業部

平成２７年１２月２８日

・月1回の外リハ（外食、ドライブ等）を行っている
・毎日、リハビリ体操や散歩、庭に出る等の活動を行っている
・口腔ケアに力を入れ、長く経口摂取できるよう支援している
・季節に合った行事、ボランティア等へ参加し楽しんでいただいている

「一日でも長く普通の生活を」という介護理念を掲げ、毎日の散歩で脚力を維持している。管
理者が交代してまだ間もないが、管理者の掲げる地域との交流や口腔ケアの充実は職員に
も浸透し、日々努力を行っている。運営推進会議で出た地域交流を盛んにしようという意見か
ら、地域への参加を積極的に行っていこうという姿勢が見受けられる。介護理念とともに「人
生の先輩に敬意を忘れない介護」「職員のレベルを上げる」という職場理念も掲げている。

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価結果市町村受理
日

1階

2. 家族の２/３くらいと
63

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

1. ほぼ全ての利用者の

平成２８年４月１３日

医療法人社団白梅会

グループホームハーモニー

平成28年1月28日

浜松市西区大人見町3011番地の1

訪問調査日

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25） 3. 利用者の１/３くらいの

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

所在地

自己評価作成日

基本情報リンク先

法人名



静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

勉強会のテーマとして取り上げ、職員間で
情報共有している。起こることのないように
啓発を行っている。入浴時での身体観察も
行っている。

分からない事や判断に困る時は市担当者へ
連絡し、助言をいただいている。市の長寿保
険課職員に運営推進会議の参加をしても
らっている。

運営推進会議に出席した折に話をしたり、地
域包括支援センターとのやり取りなどを通し
て活動報告などを行っている。本部全体で行
政との関係強化に力を入れている。

隣接している市道では交通量がある為、入
居者の生命の安全のためやむを得ず施錠
を行っている。定期的に身体拘束に関する
勉強会を行っており、全職員が常に身体拘
束に対し意識している。

交通量の多い市道が玄関前を通っているた
め、玄関の施錠は行っている。身体拘束につ
いての意識を常にもてるように、２か月に一
回の身体拘束についての研修会は欠かさず
行っている。

会議は２ヵ月に1回開催している。自治会、
婦人会、民生委員、市職員、家族代表、施
設長、介護職員が参加のもと、近況を報告
し、助言をいただいている。

２か月に一度開催している。近況報告だけで
なく、地域住民からの意見をもとに、地域との
交流を生かせるような取り組みを検討してい
る。

運営推進会議での助言をもとに、管
理者は公民館活動を利用して、地域
住民との交流を増やしていけるように
計画をしている。早期に計画や実行に
移していけるように期待したい。

フロア目標をSS内に掲示している。職員
個々も目標を立てて達成につながるよう努
力している。特別、地域密着型サービスの
意義をふまえた‥ということは掲げていな
い。

毎朝、職員全員が集まり、介護理念や職場
理念を確認し共有できるように話をしている。
実践につなげられない場合は、個々に面接
を行い共有できるようにしている。

家族交流会や運営推進会議に自治会の方
が参加されたり、秋祭り等の地域が行う催し
物に入居者が参加されている。日常的な交
流は難しいが月1～2回程度、地域ボラン
ティアとの交流がある。

運営推進会議を通して地域との交流は少し
ずつ増えてきたが、まだ住民との交流はでき
ていない。管理者は公民館活動を通して地
域との交流を増やしていけるように模索して
いる。

運営推進会議に参加してくださった方々との
交流や家族とのカンファレンスを通して認知
症への理解と協力をいただいている。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価
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静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

法人内で月1回、勉強会を行っている。その
他、法人の研修制度では、新人研修・中堅
研修・リーダー研修・海外研修・外部研修等
がある。

外部研修時に参加者同士などの情報交換
はるが、同業者との勉強会や相互訪問は実
現化できていない。

運営報告会議、リーダー会議やカンファレン
ス、朝の申し送り時等に問題点や提案を聞
き、職員同士の話し合いの場としているがシ
フト勤務の為職員が顔を合わせることがで
きない。

定期的にカンファレンスを行っている。職員は
代表者と事業所責任者との個人面談が年２
回ある。

代表者と年2回、個人面談する機会があり、
就業環境がフィードバックされる。その際、
自己評価と自己目標を掲げている。一人一
人の意見を聞き、より良い環境で仕事がで
きるよう努めている。

見学時、面会時、契約時に文章及び口頭に
て説明を行っている。ご理解、ご納得をいた
だいた上で署名・捺印をお願いしている。

家族交流会やカンファレンス時、面会時にご
家族の意見が聞けるよう努めている。毎月、
入居者状況報告書を家族に送付し、状況を
理解していただき職員と話しやすい環境が
できている。

毎月、入居者状況報告書を家族に郵送して
いる。報告書についての意見などの返事は
随時返ってきている。７月に家族交流会を
行っており、家族から意見が出やすい雰囲気
づくりに努めている。

管理者一部の職員のみ理解できている。全
職員が共有できるよう学んでいく必要があ
る。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

居室を行き来されたり、フロアで会話される
など自由に交流している。孤立しないよう職
員も介入している。

月1回、家族に入居者状況報告書を送付し、
身体や生活の状況が分かるようにしてい
る。面会時には、生活の様子を情報交換し
ている。

面会・外出・外泊は基本的に自由に行って
いただいている。入居者の方にも馴染みの
ある場所の話しなどが職員とできるようにし
ている。

家族との関係継続を足掛かりに支援を行っ
ている。ほとんどの家族は少なくとも月1回程
度の訪問がある。外出企画では家族の参加
を呼び掛けている。ユニット毎と事業所全体
での家族会を毎年開催している。

個々に適したサービス提供ができるように面
談を行う。事業所で支援できないサービスに
ついては他のサービスを紹介している。

食事作りや配膳、下膳、居室清掃、洗濯等
の生活リハビリを一緒に行い、できる事を少
しでも多く見つけ参加していただきお互いに
支え合う協力関係を築いている。

入居時は性格やADL、コミュニケーション機
能を把握するため目配りを強化し、声掛けも
多くしている。職員が統一したサービスを提
供できるよう努めている。

不安を和らげるために見学をしていただい
たり、電話での問い合わせにも誠意をもって
対応している。面会時には入居してからの
様子等こまめに報告し、家族との情報交換
を行っている。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

毎日個別のカルテに記録をしている。変化
や気づきに対しては申し送りをし職員間の
情報共有に努めている。ケアプランの見直し
等にも活かされている。

法人内の診療所での受診や月2回の理美容
がある。福祉用具の購入やクリーニング等
の依頼もしている。

カルテや介護日誌等に毎日の生活や健康
状態を記載している。フロア担当職員は、毎
日のカンファレンスにて状況把握に努めてい
る。

本人、家族の意向を優先し、ケアチェック等
で課題を挙げ、カンファレンスで意見を反映
したケアプランを作成している。

介護計画はケアに関する具体的なチェック項
目も併用し、通常３か月ごとに作成している。
ケアマネージャーや担当職員・介護主任およ
びほとんどの家族と話し合っている。モニタリ
ングは客観的な評価基準が確立されている。

入居される際、本人が普段大切にされてい
る生活意向を知り、日々の目標、本人の状
態に合わせ過ごせられるよう努めている。

入居時に行う過去と現在の暮らしの聞き取り
に加え、入居後に知り得た新たな情報をセン
タ一方式に準拠した書式へ追加し更新してい
る。職員は利用者の暮らしを支援する情報源
として活用している。

今までの生活の状況を詳しく記入してもら
い、入居後の生活に反映できるよう努めて
いる。

退居された後も家族からその後の様子の報
告があったり、相談を受けるケースがある。
退居先が法人内の場合は、行事等で交流
がある。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

定期的に訓練を行っている。震災訓練、火
災訓練等、昼間・夜間想定とあらゆる場面を
想定し訓練を実施している。法人内での連
携した訓練や消防署との合同訓練も実施し
ている。

事業所及び法人全体で、消防署の協力を仰
ぐ等による定期的な防災訓練を実施し、様々
な状況に備えている。法人の事業継続を目
的とした法人防災委員会には、当該事業所
からは３名が選出されている。

法人内や他事業所に重度化に対応できる
施設があるため終末期の対応はしていな
い。重度化した場合には早めに主治医を交
え面談を行い、家族や本人の状況に応じて
他事業所の検討をしている。

看取り介護は実施していない。グループホー
ムから法人等の事業所に移行しているケー
スも多い。終末期に対する事業所の方針に
ついて契約時には書面は作成していないが、
口頭で説明を行っている。

勉強会等で学んでいる。緊急時マニュアル
を常に目の届く所に設置し、いつでも確認で
きようにしている。カルテに救急隊への情報
提供表を作成、設置している。車事故訓練
も定期的に実施している。

変化や気づきに対しては、必要時看護師に
伝えている。状況に対応し適切な受診がで
きるようにしている。

サマリーや紹介状を作成し安心して治療が
受けられるようにしており、入院中の様子等
も必ず面会に行き、直接病院スタッフから聞
いて、退院後の生活もスムーズにできるよう
配慮している。

地域ボランティアの方が定期的に来訪され、
歌や大正琴、踊り等を行ってくれたり、祭り
等の地域行事にも参加している。消防署の
協力のもと定期的な防災訓練も実施してい
る。

本人、家族が希望する主治医に受診できる
ようになっている。法人内の診療所にも受診
可能。他病院に受診必要な時は紹介状を作
成し支援している。

協力医療機関による往診は休日を除き行わ
れており、利用者と職員は健康管理面での
安心感を得ている。家族には状況報告書に
より伝えている。数人の利用者はかかりつけ
医を希望しており、その診療情報を共有して
いる。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

医師、看護師、管理栄養士の管理のもと、
入居者の個々に合わせたカロリー適正量を
確保している。苦手な物やアレルギー等は
別メニューにて対応している。毎食、食事量
や水分摂取量をチェックしている。

個々に合った口腔ケア用品を提供しており、
自力で磨いた後、職員が仕上げ磨きを行っ
ている。

愛着のある洋服や化粧品等を使用されてい
る。普段、化粧をされない方もイベント等、化
粧やネイルを楽しまれている。法人内に理
美容があり、利用できるようになっている。

毎食の配膳、盛り付け、片付け等や、週1回
の食事作りがあり入居者が個々のADLに合
せて職員と一緒に行っている。

嚥下体操の段階からも職員と利用者が和や
かに過ごしていた。法人の調理部門から配食
を受けているが、毎週火曜日の昼食は利用
者と職員が一緒に調理している。利用者の生
活の意欲にも寄与している。

入居者の身体の状態等に合せた声掛けや
説明を行い、普段の言動から自然に希望を
聞き出して活動ができるように努めている。

食事、入浴等おおまかな1日の流れはあるも
のの、個々のペースに合せた生活リズムで
過ごせるようにしている。

常に言葉遣いや対応の仕方に気を付けて、
自尊心を損なわないよう配慮している。介護
記録等の個人情報が流出する事の無いよう
取扱いの管理も徹底している。

日常の関わりにおいては、本人の思いを確
認することが尊重の基本であることを職員全
員で共有している。利用者の記録や面会記
録等はスタッフルームに保管し、安易に閲覧
できないような配慮をしている。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

月1回の外リハビリでできるだけ希望に沿っ
た場所への企画を考えている。家族の協力
にて外出できるよう支援している。

散歩は職員が連携し、ほぼ毎日出かけてい
る。意気揚々と散歩から戻った利用者から活
気あふれる挨拶を受ける。月1回程度の外出
企画をその都度ホームページに紹介し、家族
より好評を得ている。

内服前に必ず薬確認表で、種類や量を確認
している。内服時は必ず飲み込むまで確実
に見守るようにしている。

家事や趣味、興味のある事を個々に職員が
バックアップしながら行っていただいている。
好みに合わせたコーヒー、紅茶、お菓子等も
提供している。

日曜日以外、毎日入浴できるようにしてい
る。回数や時間、一般浴、シャワー浴、清拭
等、希望と状況に合わせて無理なくゆっくり
と入浴することのできるよう配慮している。

週3回を基本とするが、利用者の状況に応じ
回数を増やしたり、入浴のタイミングを職員
の連携で調整している。職員は、利用者の生
活の楽しみである入浴が信頼関係をより深
める機会であると認識している。

入居前までのライフスタイルをそのまま継続
できるよう配慮し、ベッドではなく床に布団を
敷いて夜間休まれる方もいる。

排泄チェック表を作成し、排尿便のパターン
に合せた誘導に活用している。パットの大小
や失禁パンツ等、個々に合わせて使用して
いる。

声かけや見守りを主体にした自立支援を行っ
ている。介助支援が必要な利用者に対して
は、記録表および利用者の状態を判断しつ
つプライドを守る誘導に配慮し、失敗の防止
と自立支援に努めている。

毎日、リハビリ体操や散歩を行い便秘予防
を行っている。水分補給にも気を配ってい
る。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（1階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価表に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

手すりを多く設け、全体はバリアフリーに
なっている。ベッドの高さは、個々の身長に
合わせて対応、向きなども個々に合わせて
設置している。

ホールのテレビ前にソファ、玄関ホールには
畳の長椅子があり、自由気ままに過ごして
いただいている。ホールのテーブルは席が
決まっており、他の席と混乱しないよう配慮
している。

馴染みの家具やその他愛用品等をなるべく
持参していただいている。思い出の写真や
その他装飾品等を置いている方もいる。

必需である簞笥やお気に入りの物品の持ち
込みは、入居後にも利用者や家族の意向を
反映させている。生活の拠点としての居場所
であることが、訪問した居室の利用者との会
話からも理解出来た。

希望があればいつでも事務所の電話から家
族にかける事ができるようにしている。

季節に合った装飾を行うよう配慮している。
居室とトイレの扉は色を変えて区別したり、
居室前にはネームプレートをかけて分かり
やすくしている。

高台に位置するためフロアから近隣を一望で
きる。季節に応じた物理的環境や利用者の
安全な動線に配慮している。玄関や廊下に
飾られた利用者の工芸品や花や観葉植物は
外来者も和まされる設えである。

職員が管理し、必要時売店等で購入する。
外リハビリ時に職員と一緒に買い物をするこ
ともある。
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平成２７年度 ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

【事業所概要（事業所記入）】

ユニット名

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○ ○

○

○

○
○

○
○

○ ○

○ ○

○

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価　調査事業部

2. 家族の２/３くらいと

項　　目

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

基本情報リンク先

評価機関名

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=true&JigyosyoCd=2277100919-00&PrefCd=22&VersionCd=022

所在地 静岡県静岡市清水区迎山町４－１

訪問調査日 平成28年1月28日

1  自己評価及び外部評価結果

2277100919

法人名 医療法人社団白梅会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 ・毎月の誕生会で全フロアの入居者との親睦を深めている
・月に1回の外出で施設訪問、外食、ドライブを行っている
・食後の口腔ケア、個々に合わせたケアと義歯洗浄を行っている
・屋内での健康体操（リハビリ体操、タオル体操、歌と手踊り体操）と歩行運動を行っている事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理
日

57

グループホームハーモニー 2階

浜松市西区大人見町3011番地の1所在地

平成２７年１２月２８日 平成２８年４月１３日

3. 利用者の１/３くらいの

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

3. 家族の１/３くらいと

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

4. ほとんどできていない

3. たまに
4. ほとんどない

63

3. たまにある

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない
1. ほぼ全ての利用者が

65

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんど掴んでいない

4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが

4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

66

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

3. 利用者の１/３くらいが

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. ほぼ全ての利用者が1. ほぼ全ての利用者が

67

2. 少しずつ増えている

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 職員の１/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68
職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

61

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

4. ほとんどいない
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

1日でも長く、自立した生活が送れるように
個々の情報を共有する。生き生きした生活
が続けられるよう月1回は外食に出掛けてい
る。

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

家族交流会に自治会の方の参加や、秋祭り
の見学をしたりと交流がある。地域ボラン
ティアの方が月に1～3回来所され顔なじみ
となり楽しみにされている。

運営推進会議にて認知症の理解・協力をい
ただいている。月1回の外出時には利用施
設の理解と支援をいただいている。

2ヵ月に1回の会議の内容を掲示し、助言い
ただいた事を活かせるようサービス向上に
努めている。

市職員に家族交流会や運営推進会議に参
加していただき、状況を見てもらっており、協
力関係を築けるよう努めている。

玄関前は公道に面し大型車の往来もあるた
め、家族の理解をいただき施錠している。入
居者の精神状態や行動面で不安があるの
で一部夜間のみ二重ロックをしている。

勉強会でテーマとして学んだり、職員間の情
報交換や一人で問題を抱え込まないよう話
し合いをし、ペアで仕事ができるよう努めて
いる。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

成年後見制度を利用している方がいないた
め、今後活用できるよう勉強の必要性を感じ
る。

見学時、面会時に説明し契約前にも文章で
解りやすく案内し署名いただいている。入居
後も不安があれば連絡してもらうよう伝えて
いる。

入居者、家族の要望、意見は職員間で情報
共有し、統一した対応ができるよう介護日誌
や連絡帳、口頭で行っている。

月1回、リーダー会議を実施し各フロアの情
報報告や問題点を解決できるよう話し合い、
業務改善している。

人事考課制度を取り入れ、半年毎に各職員
が目標をもって働く事ができる。また、施設
長との面談も半年毎にあり、話し合う場を設
けている。

事業所内で勉強会を月1回行っている。法人
内では、新人研修・中堅研修・リーダー研
修・海外研修等がある。外部の研修への参
加も勧めている。

外部との交流は研修時等のみで情報交換
程度にとどまっている。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

入居前の生活環境、趣味、好きな事、苦手
な事などを知り、環境に馴染めるよう声掛け
を増やし不安時には傾聴し、本人が望んで
いるサービス提供ができるよう努めている。

家族と本人の意向を伺い、そのサービスが
提供できるよう努めている。面会時には入居
者の様子を報告し、家族との情報交換を行
う。

最善のサービスを職員間で話し合い、提供
できるよう支援する。提供できないサービス
については、他事業所等に相談し、サービ
スの調整を行っている。

言葉遣いに気を付け、命令調にならないよう
相手の気持ちに沿った声掛けをし、良い関
係性を保てるよう努めている。

毎日、状況報告書に生活面や身体面を記
入し家族へ送付している。面会時には生活
の様子を伝え情報交換している。

入居者との会話で情報を細かく介護日誌に
記載し、馴染の人物や場所が会話に盛り込
めるよう心掛けている。

孤立しないよう共同作業やゲームなどの声
掛けをし、コミュニケーションを図る。トラブル
時は入居者同士が対立する前に職員が介
入しその場の和みに力を入れる。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

他施設へ退居となった方も施設からの情報
や家族から情報をいただく事がある。必要に
応じ退居後もフォローしている。

グループホームの日課に沿った生活パター
ンができるよう声掛けをし話し合うが、困難
な時は家族と話し合い協力いただく事があ
る。

入居前の生活歴を把握し、入居後の生活に
反映できるように努めている。会話の中に自
然にそれらが折り込まれるようにしている。

職員が常にホールにて声掛け、見守りし、入
居者の行動、言動などをカルテに記載し報
告している。

本人と家族の意向を優先しプランを作成し
ている。家族にカンファレンスに参加してい
ただき実施できる目標を立てていただいて
いる。

日々の様子は介護日誌に記入し、気づきや
変化がある時は看護師を含め対処方法を
職員間で話し合う。月末に介護経過を記載
し今後のケアプランの見直しを行っている。

個人を尊重したサービス内容ができるよう支
援している。現在は利用していないが以前
外部からのヘルパーとして受診の付き添い
等依頼していたこともある。月2回の理美容
の活用している。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

地域のボランティアの来訪があり専門分野
の手品、茶道、踊り、大正琴、図書ボラン
ティアなど行事に積極的に取り組んでいる。

本人、家族が望む主治医に受診できるよう
支援している。法人内の診療所で受診し専
門外や特変が生じた場合は紹介状を作成し
緊急時に備えている。

毎日のバイタルチェック、入浴時の身体観察
を行い、気づきのある時は看護師へ報告し
ている。食事量、水分摂取量、排泄も確認し
健康管理をしてる。

入院時には速やかに情報を病院へ提供し、
直接面会へ行き、本人の様子、病院側と連
携を密に取り、今後のケアプランの方向性を
話し合っている。

現在、終末期の対応は行っていない。重度
化する前に家族の意向を確認し、法人内の
老健、小規模特養など退居先として検討を
お願いしている。

定期的に防災訓練や勉強会を行っている。
職員間で初期対応の知識はあり、マニュア
ルの作成をし、対応の遅れがないよう緊急
時の役割分担もしている。

2ヵ月に1回以上、防災訓練を行い様々な想
定で対応できるよう訓練している。災害後の
対処方法や連絡手順も訓練している。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

人生の先輩である事を忘れずに言葉が命
令口調にならないよう相手の心を傷付けな
いよう配慮した声掛けや対応をしている。

いつでも話しやすい環境を作り、一緒に考え
たり、アイデアを出したり本人が決められる
よう選択肢をいくつか考える。

行事などは事前にお知らせし、本人が混乱
しないよう配慮している。個々のペースに合
わせ無理強いの無い声掛けをしている。

月2回、理美容の利用ができる。入居前のお
洒落や化粧が続けられるよう声掛けし支援
している。

嗜好調査を行い本人の苦手な物は代替して
いる。週1回の食事作りを行い、調理に関
わっている。片付け等も歩行状態に合わせ
て手伝えるよう支援している。

毎食の食事量、水分摂取量をチェックし記
入している。持病等で食事制限のある人は
カロリーを抑えて提供している。水分量の摂
取に気を付けている。

食後の歯磨きの声掛けをし必要に応じ仕上
げ磨きを行っている。義歯の方は昼間専用
の歯磨き粉を使用し全員にモアブラシで舌
苔の汚れも取るよう声掛けし口腔ケアの確
行っている。1日おきに義歯の洗浄を行って
いる。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

出来る限り下着の着用の継続を行い排泄パ
ターンを見つけ早めの声掛けと状況により
パット装着する時がある。

便秘気味の方は家族の了解を得てヨーグル
トの提供をし、日常的には体操で体を動かし
水分補給を促している。

一日置きに入浴できるようにしている。時間
は決まっているが、その人のペースに合わ
せゆっくり入浴しながら職員との会話を楽し
んでいる。希望時には毎日入浴できるように
している。

今までの生活リズムを保持できるよう過ごし
ていただいている。夜間帯や日中の過ごし
方を見守りながら安眠できるよう努めてい
る。

内服前に薬の確認をし、手渡す時声を出し
て日付と名前の確認をして口に入れるまで
見守る。薬の内容も一覧できるようになって
いる。

個々の過ごし方が、本人の希望や要望に沿
えるよう趣味ややりたい事を相談し継続でき
るよう支援している。

外リハ企画の時、個々の希望を聞き入れな
がら実行している。外出は家族協力のもと
いつでも可能にしている。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（2階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

本人希望時、職員付き添いにて電話をして
いる。個人的に携帯電話を持たれている方
もいて自由に使用されている。

家庭的な雰囲気作りをし、室温、湿度を確
認しながら調整している。利用者の工作の
作品や絵を展示や掲示をしている。

基本的に小遣いとして家族より預かり保管し
ているが、個人的に使う機会が少ない。外リ
ハビリ時、支払いができる方は実際に支払
いをしていただいている。

ホールからエレベーター前まで手すりを設置
し、バリアフリーに配慮している。

強制にならないよう、その方の性格や過ごし
方を知り、時々は他者とのコミュニケーショ
ンを促し、職員介入し、和やかな雰囲気を
作っている。

馴染のある物品や家具などを置き、居心地
の良い空間を作っている。障害スペースを
作らないよう安全面も配慮している。
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平成２７年度 ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

【事業所概要（事業所記入）】

ユニット名

※事業所の基本情報は、公表センターページで閲覧してください。（↓このURLをクリック） 

【評価機関概要（評価機関記入）】

○
○

○

○

○
○

○
○

○
○

○
○

○

4. ほとんどいない

61
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1  自己評価及び外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

60

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が
4. ほとんどいない

1. 毎日ある

職員から見て、利用者の家族等はサービスにお
おむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが
4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

1. ほぼ全ての利用者が

68

66

4. ほとんどいない

2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

4. ほとんどいない

1. ほぼ全ての職員が
2. 職員の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
67

4. ほとんどいない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

通いの場やグループホームに馴染みの人や地
域の人々が訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている

64

4. ほとんどない

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている
3. あまり増えていない

65
3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどない
3. たまに

3. 家族の１/３くらいと
4. ほとんどできていない

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

静岡県静岡市清水区迎山町４－１

4. ほとんど掴んでいない

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目

56

1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

2277100919

http://www.kaigokensaku.jp/22/index.php?action_kouhyou_detail_2015_022_kani=true&JigyosyoCd=2277100919-00&PrefCd=22&VersionCd=022

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

セリオコーポレーション有限会社　福祉第三者評価　調査事業部

平成２７年１２月２８日

・自立されている方こそ口腔ケアが疎かになりがちな所があるため、入居者一人ひとりに合わ
せ適切な介助と確認を行っている。
・個々の出来る事や趣味に合わせ支援を行っている。
・一日を通して体操や散歩等、体を動かすことを多く取り入れている。

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

評価結果市町村受理
日

3階

2. 家族の２/３くらいと
63

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

1. ほぼ全ての利用者の

平成２８年４月１３日

医療法人社団白梅会

グループホームハーモニー

平成28年1月28日

浜松市西区大人見町3011番地の1

訪問調査日

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25） 3. 利用者の１/３くらいの

事業所番号

所在地

事業所名

評価機関名

所在地

自己評価作成日

基本情報リンク先

法人名
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

自己評価および外部評価結果 〔セル内の改行は、（Altｷｰ）＋（Enterｷｰ）です。〕

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事業所理
念をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して
実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい
利用者が地域とつながりながら暮らし続けられる
よう、事業所自体が地域の一員として日常的に交
流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献
事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の
人の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて
活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み
運営推進会議では、利用者やサービスの実際、
評価への取り組み状況等について報告や話し合
いを行い、そこでの意見をサービス向上に活かし
ている

5 （4） ○市町村との連携
市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所
の実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝
えながら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践
代表者および全ての職員が「介指定基準における
禁止の対象となる具体的な行為」を正しく理解して
おり、玄関の施錠を含めて身体拘束をしないケア
に取り組んでいる

7 ○虐待の防止の徹底
管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法につい
て学ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内で
の虐待が見過ごされることがないよう注意を払
い、防止に努めている

判断で迷うことがあったりする時には連絡を
取り合っている。運営報告会議を利用して取
り組みを伝えたり、実情を伝え相談にのって
もらったりしている。

施設前が道路に面しており、大型ダンプの
往来があるため利用者の安全を考慮し、職
員は禁止の対象となる行為だと理解した上
で、玄関の施錠のみ行っている。他の行為
では身体拘束を行っていない。

法人内で高齢者虐待防止関連法について
の勉強会を行っている。職員同士、虐待が
起こることの無いよう啓発を行っている。入
浴時身体観察を行ったり、ヒヤリハットの内
容から虐待等が見過ごされないよう努めて
いる。

運営推進会議で外リハビリや行事等の実施
状況の報告や意見交換を行っている。運営
推進会議メンバーに日頃の利用者の生活
の様子をみていただいたり家族交流会に参
加していただいている。

理念として地域密着型サービスの意義をふ
まえたことは掲げていないが、目標として掲
げていることに関して共有しながら取り組ん
でいる。

外リハビリや散歩、ボランティア、地域の祭
り屋台の見学等、ある程度交流が出来てい
るが立地条件的に難しく、日常的に交流と
いう所までは出来ていない。

※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

運営推進会議等で参加者に認知症の理解
や支援方法を伝えることは行っているが
大々的なことは行えていない。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用
管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年
後見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要
性を関係者と話し合い、それらを活用できるよう支
援している

9 ○契約に関する説明と納得
契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者
や家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を
行い理解・納得を図っている

10 （6） ○運営に関する利用者、家族等意見の反映
利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員な
らびに外部者へ表せる機会を設け、それらを運営
に反映させている

11 （7） ○運営に関する職員意見の反映
代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や
提案を聞く機会を設け、反映させている

12 ○就業環境の整備
代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤
務状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがい
など、各自が向上心を持って働けるよう職場環境・
条件の整備に努めている

13 ○職員を育てる取り組み
代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実
際と力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会
の確保や、働きながらトレーニングしていくことを
進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上
代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機
会を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問
等の活動を通じて、サービスの質を向上させてい
く取り組みをしている

職員の力量や意欲を把握した上で、法人内
の研修を受ける機会を提供している。法人
外の研修も適している職員に勧めたり、研
修希望者を募っている。介護キャリア段位制
度も取り入れていく。

研修等を通して交流を図っている。ネット
ワークや相互訪問等の活動としては少ない
のでサービスの質の向上のため今後積極
的に取り組みたい。

リーダー会議、事業所内カンファレンス、ユ
ニットカンファレンス等で意見や提案を聞く
機会を設け反映させているが、シフト勤務の
ため全員で顔を合わせて話し合う事ができ
ない。

職員は半年毎に目標を立て、どれ位達成で
きたかを本人と管理者が評価し、フィード
バックを行っている。職員の意見を聞きなが
ら職場環境の整備に努めている。

契約時は契約書、重要事項説明書、リスク
に関する同意書等を全て家族に細かく説明
し、不安な点や疑問点があれば話し合う機
会を設けている。

利用者、家族から意見、要望があった時に
は状況把握しながら利用者、家族のために
なる事は、可能な範囲で運営に反映させて
いる。

法人内の勉強会や事業所の勉強会でも職
員全体への学ぶ機会がもてていないため、
今後深く学んでいく必要がある。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困っているこ
と、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人の
安心を確保するための関係づくりに努めている

16 ○初期に築く家族等との信頼関係
サービスを導入する段階で、家族等が困っている
こと、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関係
づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援
サービスを導入する段階で、本人と家族等が「そ
の時」まず必要としている支援を見極め、他の
サービス利用も含めた対応に努めている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係
職員は、本人を介護される一方の立場におかず、
暮らしを共にする者同士の関係を築いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係
職員は、家族を支援される一方の立場におかず、
本人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支
えていく関係を築いている

20 （8） ○馴染みの人や場との関係継続の支援
本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場
所との関係が途切れないよう、支援に努めている

21 ○利用者同士の関係の支援
利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せ
ずに利用者同士が関わり合い、支え合えるような
支援に努めている

孤立しそうな状況の利用者がいる場合には
職員が一対一で話す機会を多くもち、本人
が負担とならないようなかたちで職員介入
し、見守りながら交流できるよう努めている。

家族に本人の状況を手紙や面会時、状況に
よっては電話をし報告している。家族からの
意向も聞きながら家族が少しでも本人と接
点を持てるよう促している。

外出や面会が常にできる状態にしている。
日々の会話の中でも馴染の人や場所の話
が職員とできるよう努めている。

サービス導入段階で、本人と家族と面談を
行い、意向を伺った上で、どのような支援が
必要かを検討し利用に繋げていっている。
事業所の支援すべき状態と相違がある時は
他サービスを紹介している。

人生の先輩として、本人からアドバイスをい
ただいたり、一緒にお茶を飲んだり、生活リ
ハビリを行ったりして職員が特別な扱いにな
らないよう暮らしを影から支え共に生活して
いるような雰囲気を大切にしている。

本人の生活状況や困っていることを職員間
で共有し、安心できる環境を提供できるよう
努めている。初期には特に細かく本人の様
子が分かるように記録するよう努めている。

家族の不安を和らげるため見学をしていた
だいたり、困っていることがあれば耳を傾け
納得していただいた上で入居への話を進め
ている。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

22 ○関係を断ち切らない取組み
サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関
係性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族
の経過をフォローし、相談や支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （9） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握
に努めている。困難な場合は、本人本位に検討し
ている

24 ○これまでの暮らしの把握
一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環
境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努
めている

25 ○暮らしの現状の把握
一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する
力等の現状の把握に努めている

26 （10） ○チームでつくる介護計画とモニタリング
本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方
について、本人、家族、必要な関係者と話し合い、
それぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即
した介護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映
日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を
個別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら
実践や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化
本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズ
に対応して、既存のサービスに捉われない、柔軟
な支援やサービスの多機能化に取り組んでいる

毎日必ず個別記録を行っている。気づきや
変化がある時は申し送りを行い、職員間の
情報共有ができている。介護計画の見直し
に活かされている。

隣接の診療所の受診が可能である。月2回
の理美容がある。サービスの多機能化とい
う所までには達していない。

一日の流れは一応あるが一人一人心身の
状態や有する力も違うため個々のケアプラ
ンに沿った暮らし方ができるよう努めてい
る。

新プラン作成時には必ず本人や家族と一緒
にカンファレンスを開いている。モニタリン
グ、ケアチェックを行い、課題を挙げてカン
ファレンス参加者の意見を反映した介護計
画を作成している。

習い事、生活リハビリ等あるが、本人本位で
自由に参加していただいている。入居時に
家族から細かい生活歴を書いていただいた
物を預かっており、プライバシーに配慮しな
がら本人理解のため使用している。

日々の生活の中で会話中に出てくる人物や
地名、暮らし方等のキーワードをプライバ
シーに配慮しながら表にまとめ、利用者が
安心して馴染みの暮らしや話ができるよう努
めている。

サービスの利用が終了したからといって関
係を切ってしまうことはない。入院となり退居
された方でも状態が安定し、入居条件に当
てはまる状況になれば本人、家族の希望が
あれば再入居も可能である。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

29 ○地域資源との協働
一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握
し、本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな
暮らしを楽しむことができるよう支援している

30 （11） ○かかりつけ医の受診支援
受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得
が得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きな
がら、適切な医療を受けられるように支援している

31 ○看護職との協働
介護職は、日常の関わりの中でとらえた情報や気
づきを、職場内の看護職や訪問看護師等に伝え
て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を
受けられるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働
利用者が入院した際、安心して治療できるように、
又、できるだけ早期に退院できるように、病院関係
者との情報交換や相談に努めている。あるいは、
そうした場合に備えて病院関係者との関係づくり
を行っている。

33 （12） ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援
重度化した場合や終末期のあり方について、早い
段階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所
でできることを十分に説明しながら方針を共有し、
地域の関係者と共にチームで支援に取り組んでい
る

34 ○急変や事故発生時の備え
利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職
員は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行
い、実践力を身に付けている

35 （13） ○災害対策
火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず
利用者が避難できる方法を全職員が身につけると
ともに、地域との協力体制を築いている

2ヶ月に1度、昼夜の火災、震災、防災機器
の扱い方等の訓練を行い、利用者の誘導も
行っている。防災マニュアルを活用し、職員
が動きの確認をしている。運営推進会議で
施設防災訓練の状況を伝えている。

重度化した場合早い段階で本人、家族と面
談しどこまで施設で対応可なのか共有を
行っている。主治医も交えて家族の意向を
伺い状況に応じて他事業所等検討してい
る。法人内や他事業所に重度化に対応でき
る施設がある為現在のところ終末期対応は
していない。
勉強会を定期的に実施しており緊急時の対
処法を学んでいる。緊急時マニュアルを常
に見える所に置き確認している。また、緊急
時にも落ち着いて状況を伝えられるようカル
テに救急隊への情報提供表を作成してい
る。

介護職は日常のかかわりの中での気づきを
カルテ、日誌に記載し看護師に伝えている。
看護師は状態を見て適切な受診ができるよ
うにしている。

病院関係者との情報交換を行い、今後の状
況について相談している。できる限り面会に
行き、本人と会うよう心掛けている。

地域から色々なボランティア来て下さり利用
者の心身の力を発揮していただくことができ
ている。消防には防災訓練に協力していた
だいている。

本人、家族が望む主治医に受診できるよう
になっている。利用者が適切な医療を受け
られるようかかりつけ医と事業所と情報の共
有に努めている。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （14） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを
損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援
日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自
己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし
職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一
人ひとりのペースを大切にし、その日をどのように
過ごしたいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援
その人らしい身だしなみやおしゃれができるように
支援している

40 （15） ○食事を楽しむことのできる支援
食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好み
や力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備
や食事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援
食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて
確保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応
じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持
口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一
人ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケア
をしている

医師、看護師、管理栄養士により個々に適
切なバランスの取れたメニューを提供してい
る。食事量、水分摂取量を毎日チェックして
おり、少ない時には適切な対応を行ってい
る。

個々に合わせた口腔ケア用品を揃えてい
る。自力で磨いていただいたあと、職員が確
認し、仕上げ磨きを行っている。

法人内に理美容室があり、希望により利用
できている。家族の協力があれば、行きつ
けの理美容室を利用している。本人の意向
を聞きながら髪型や服装の洗濯の支援をし
ている。

一人一人に合う配膳、下膳をしてもらってい
る。食事作りの日には個々に合う作業を
行っていただく。嗜好調査により苦手な食材
は禁止し、楽しく食事ができるよう配慮して
いる。

利用者の意向をケアプランに取り入れ、そ
の人にあった支援ができるよう努めている。
記録を毎日必ず記載し、本人の思いを職員
が共有することで自己決定を支援できるよう
に努めている。

大まかな1日の流れはあるものの、一人一
人のペースに合わせ希望にそって過ごして
もらっている。生活の中の重要な部分は協
同生活の部分もあるため、ある程度決まり
に合わせていただく所もある。

言葉遣いに注意し、敬意をもって対応してい
る。個々に合わせた声掛けを行い、本人の
言葉をできるだけ記録に取り入れている。ど
んな事を言われたら誇りやプライバシーを損
ねてしまうのか職員同士で共有している。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

43 （16） ○排泄の自立支援
排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとり
の力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレで
の排泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応
便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工
夫や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に
取り組んでいる

45 （17） ○入浴を楽しむことができる支援
一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を
楽しめるように、職員の都合で曜日や時間帯を決
めてしまわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援
一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じ
て、休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支
援している

47 ○服薬支援
一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用
法や用量について理解しており、服薬の支援と症
状の変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援
張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一
人ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、
楽しみごと、気分転換等の支援をしている

49 （18） ○日常的な外出支援
一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出か
けられるよう支援に努めている。又、普段は行け
ないような場所でも、本人の希望を把握し、家族
や地域の人々と協力しながら出かけられるように
支援している

外リハビリ時は利用者の意見も聞きながら
希望にそえるように努め出掛けている。家族
の方の協力を得て外出もできるように支援し
ている。

服薬前に必ず薬確認表で種類、用量を確認
している。薬の目的も確認表に記載してあり
常に確認できる状態。内服時には飲み込む
まで確実に見守り、内服後の症状の変化に
ついて様子観察をしている。

個々に合った生活リハビリへの参加や、趣
味、習慣としてやってきたことを取り入れて
いる。また、嗜好品の提供、気分転換方法
を考え生活に取り入れている。

月～土まで毎日入浴できるようにしている
が、ゆったりと入浴してもらうためある程度、
曜日を決めて入浴を行う。希望のある方は
ほぼ毎日入浴している方もいる。

入居前の生活習慣が途切れることのないよ
う、家庭で築いてきた生活リズムをなるべく
崩さないように支援している。

個々の排泄パターンに合わせ必要な人には
声掛け、トイレ誘導を行っている。排泄の失
敗があってもオムツに頼らず、失禁パンツ等
で様子をみながら排泄パターンの見直しで
改善される方もいる。

便秘予防のため散歩や体操を行っている。
個々の状態に合わせヨーグルトを提供した
りして、できる限り薬に頼らない支援をして
いる。
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静岡県　グループホーム ハーモニー（3階） ※複数ユニットの外部評価結果は１ユニット目の評価票に記入されています。

実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

外部評価

実践状況
自
己

外
部

項　　目
自己評価

50 ○お金の所持や使うことの支援
職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解し
ており、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所
持したり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援
家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙
のやり取りができるように支援をしている

52 （19） ○居心地のよい共用空間づくり
共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴
室、トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をま
ねくような刺激（音、光、色、広さ、温度など）がな
いように配慮し、生活感や季節感を採り入れて、
居心地よく過ごせるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり
共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利
用者同士で思い思いに過ごせるような居場所の
工夫をしている

54 （20） ○居心地よく過ごせる居室の配慮
居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談
しながら、使い慣れたものや好みのものを活かし
て、本人が居心地よく過ごせるような工夫をしてい
る

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり
建物内部は一人ひとりの「できること」「わかるこ
と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活
が送れるように工夫している

共同空間には手すりが付いており、全体が
バリアフリーになっている。動線には物を置
かないようにしている。職員は安全に気を配
り見守りを行い、個々に合わせて支援する
ようにしている。

ソファーが設置されており、思い思い仲の良
い方同士座って会話されたり、自席でゆっく
りされたり、独りの時間をもつ方もいる。

家具等は以前から利用者が自宅で使ってい
た物をできるだけ持ってきていただくよう家
族に説明している。入居後も本人や家族で
話し合い、必要な物は持ち込んでいただい
ている。

家族と連絡を取り合いたい方は、家族の都
合も考慮した上で、できるだけ自ら電話をす
ることができるように努めている。手紙を希
望される方も支援している。

季節に合った飾りつけや行事をして季節感
を大切にしている。温度や湿度には常に気
をつけ加湿器等を使用し乾燥しずぎないよう
に配慮している。光の入り具合にも時間によ
りカーテン、ブラインドで調整している。

お金をもつことの大切さは理解しているが、
利用者本人の管理では不明となってしまうこ
とも多く通常は職員が管理し必要な物を購
入している。外リハビリ時必要な物を購入支
援することもある。
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